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5.千 年 居 住 圏

1)「 ア ジ ァ 地 域 に 建 つ 木 造 建 築 物 の モ ニ タ リ ン グ に よ る

長 期 構 造 性 能 評 価 」
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2.新 領域 開拓のキーワー ドと関連 ミッシ ョン

千年居住 圏

ミッシ ョン1:環 境計測 ・地球再生

ミッシ ョン4:循 環型資源 ・材料 開発

3.研 究概要

長期 にわた り安心で安全 な建物 を維持す るためには、外乱 に対す る状態を常時監視 し、必

要に応 じ適切 な対処 を実施す ることが重要 となる。本研究 は、資源循環型材料 の代表である

木材 を用いた建物 を対象 に加速度計 による長期振動計測 を実施 し、構造性能 を評価す るヘル

スモ ニタ リングシステムを構築 し、実証実験 をお こな うものであ る。本年度 はヘルスモニタ

リングシステムの全体像 を示 し、建物の初期性能 を求めるた めに実施 した常時微動測定の方

法、結果 につ いて述べ るとともに、長期計測 を開始 した建物のシステ ムの概要、今後の測定

計画 、損傷検知 のための演算の試行 について示す。
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